
るために,胸髙直徑が3 Om前後の供試木より1本を理び,それらの1番玉より,図ー2 6に 

示すように,山側と谷側を結ぶ直線に直角な方向で,片方より約105角の心去り材1本を木 

どり,残った部位より厚さ2 Omの挽板を5枚,樹反側より簡心K向かって1,2,3,4, 

5と番号を付して裂材し,前者を素材,後者を集成材として掩度性能を比鮫した。素材は一辺 

の長さを約9.5 eの正角に仕上げ,欠点糾をを行左った上,実験に供した一方,挽板を人工乾 

燥し,プレーナーで約17“の,摩さ亿仕上げ,一枚毎に欠点調査を行なった後,曲げ剛性を湖 

定し,各5枚の挽！板について,飽性の大なるもの力i外供肛,小たるものが内側に位置すろよう 

に組み合わせをきめ,接簷剤としてレゾルシノールを用い,集成材を作製した。この仕上り寸 

法は,約8.5 5角に調整した。

6-2-!結果と考察

得られた結果の一部を示すと,表ー 2 5に示すように,集成材の曲げ剛性(E I )の値が, 

表ー2 5 カラマツ集成材の曲げ觀性,素材と集成材の

強度値の比較

供

試

木"

条成材の曲げ剛性

'BI 1 〇® K^.crf 比

実職値 叶算値
実/諒

53 6 4.9 7 6 34 6 1.02
41 67.62 6 3.1 7 1.0 7
45 6 92 3 6 5.85 1.05
50 5 2.。 8 4 7.6 8 1.0 9
56 5 6.9 7 5 24 6 1.0 9
65 6128 5 6.9 8 1.0 8
70 7 52 4 7 0.。 9 107

121 5 6.93 5 6.4 5 1.01
135 5 4.6 0 5 3.2 6 1.03
178 6 54 3 6 23 9 105
.1 82 6 7.6 7 6 3.5 3 1.0 7

素 材 集成 材 集成材/素材

瓦 ん

1 〇駐応

el 
1OSK^

ん

Kg/irf
El 九

11 OB 458 1 2 7.9 563 1.1 5 123
11 2.7 537 1 3 3.1 652 1-1 8 121
11 0.2 471 1 3 8B 651 1.2 6 1.3 8

8 24 41 5 9 6x5 345 1.1 7 0.83
9 4.1 4 04 1 2 9.3 650 1.3 7 1.61
8 43 445 11 2.1 603 1.3 3 1.3 5

14 4.1 572 1 4 7.1 648 1.02 1.13
11 4.9 567 1 61.3 824 1.41 14 5

8 8.1 461 12 6.1 663 14 3 1.4 4
9 5.6 429 1 2 9.4 564 1.3 5 131

1 0 0.8 533 1 4 7.7 729 1.4 7 13 7

挽板の曲げ剛性をもとに計算した値とよく適合していることがあげられる。このことから, 

挽板の曲げ剛性とそれらの組みあわせかわかれば,集成材となったものの曲げ剛性が,十分 

を精度で推定でせることがわかる。

また,素材正角と集成材との比較を,曲げヤング係數(el),曲げ破壊保散(ん)につい 

て行なえば,11本の試料の平均で,前者は1.2 9倍,後者は1.3 〇倍,集成材の値が大き 

く左っている。

-3 2 8—

木材チップの含水率測定方法
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林産化学部長 米沢保正
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" パルプ研究室 香 山 菊 地 文 源 宇佐見 国 典,

高 野 勲・ 荻 野 遂 瑟・ 島田 逕 W.

山 崎 正友
” 穩維板研究室 佐 野 彌三郎, 鈴 木 岩 堆・ 松田 敏 誉・

長沢定男

I！試駁目的

木材チッブの計呆方法の統一化を四るため,関連!学談経験者により検肘を更ねてきたが,その 

検討の結果’中性子水分苗を用いるチップの含水率測定が提案された。その趣旨にもとづいて, 

木材チップの含水率を連続的に,かつ自動的に甜測する装贸の開発を行なう〇

m 試餘の経過と得られた成果

1.試験の喚(第1回)

当初予定した,貯槽ホッパーを用いて大5!：(トラック1台分)のチップを連統測定する実験 

は,装国および予算の関係から実現出来ず・後で示すよ5に,貯槽ホI/パーを用いないで,ベ 

ルトコンベアー4茶とホッパー(測定用)を組合せて,連統的にチッブを循環させて,測定ホ 

ソバー中で水分率を測定する方法を採用した。この方法によれば,の測定に使われるチッ 

ブの最は約2ドである。

又,ホッパーの战針については,中性子水分酎による測定に関与するチッブの痂が全体のチ 

ップの5 〇 %内外になるよ5に寸法を定めた。

(灾験の規模は,参加し得る人貝の数に対しても,これ以上の規模は不適当であり,その場合 

には実験の遂行に相当の困雄を来たすものと考えられる。)

装溉を組立てて弑巡転をする迄は.使用した高逸ベルトコンベアー(ポータブルとしては最 

大運搬:St)により,5分/7廿(実容積のゴ,トラノク1台分)迄実験可能と考えたが,実際 

には,ベルトコンベアーの輸送力は少なく,約7分/7 4が限度であった。

上記ベルトコンベアーとホッパーを設備するには,最低3間x 7間,21坪の室が必要であ 

り•21坪のバネルハウスを作り,内部にホブノJ,ベルトコンベアー 4基を段般した。
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中性子水分計プロープ,7•綻密度計は,夫々ホフパーの中心・及び側面に取り付け測定をおこな 

った。

側定祀用いられた試料は,スギ・ヒノキ•アカマツ,雑2種の4種のチソブで.含水軍4 0% 

以上を希望して提供を受けた。これは逐次自然乾焼するに従って.4 0%台•5 0%台.及び 

2 〇%台の水分で測！定をおこなうためである。

実験治 乾燥法による水分測定の結果と,中性子水分計の積算am値とから,電子計算器此よ 

り中性子水分計の水分酣算式の最遗係我値を求め,その値から叶算水分値忙ついて検时を加えた。

2•実駿装置

1) バネルハウス(う間x 7間"21埒,及び2問x 2間">4坪,計2 5埒)

ホケパー,ベルトコンベアーを設傩するための,高さ4.5 m. 21坪の2階梁無床張り 

(木製)のパネルハウスと.乾燥器,および中性子水分計を置き測定するための平家姓片流 

しの4坪の室からなる。本屋の床は一部(ベルトコンペアーを支史るなめ)コンクリート土 

間とし,その外の木翼床の附荷重は15 0K/F。

2) ベルトコンベアー4基

寸法.巾4 5 Ora•長さ9. 6 m,速さ9 9 m/min輸送能力は.1本で12 〇〜15 0 m* 

(見かけ)/hr従って12D"hrとすれば2廿/minとなり,2本で灾容積7成見 

かけ21m')のチップを約5 mi nで輸送可能である。

5)側定ホブパ・•(内容做!m')

鉄製»淋状寸法は図示の通り

4)パイブレーター 2基
ホフパーの下部両側の斜面に取付け,チソブの流出をなめらかにするために使用した。 

その他,サンプル秤址のための自動秤,乾煥器等を用いた。

2)および3)は•第2図に示すように,パネルハウス内部に設置した。
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第1図 廁定ホッパー

開口部可変(使用時70 x12.7CT)
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第 2図 ベルトコンベアー,測定ホブパー設说図 (男〇)

平 面 図

—1 1 1 ------- '1 •• ヾ—ベルトコンベアー
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聿 J

■ r ベルトコンベアー f ハP ホ
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1 1 
1 --- r

\----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

ベルトコンベアーーA ____  :llil • ハ
1

1ZJ -----1 T
丄 1

U a • • <—ベルトコンベアー

_1

_______ 7 Rn __________

測定室 1間

1__________ 1
2問x 2間

I 1
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3.供試チフブ

実験に用いられたチッブは,紙パ連合会のあっせんにより,次の3社より提供されたもので 

ある。

スギ,ヒノキチクブ 大昭和製祇KK

アカマツ 〃 柬海バルフ・KK

雑 〃 本州樂紙K K

雜t ナラ,ブナ8 〇%その他2 0%

雑2.シデ,ケヤキ,ミヅメ,トチ,ミズキ等の田合

以上4花,各見掛け約4ノ

尙敵入時の水分値は,約4 〇〜5 〇%の値を示した。

チップサイズは次の通り

但し1〇 〇ケの平均値:を示す。

艮 X 巾 X 厚

スギ•ヒノキ 2 0. 0 X 1 7. 9 X 3. 5 ( m )
アカマッ 1 6. 5 X 1 5.5 X 2.9

雜1 1 9. 7 X 1 $ 6 X 3.0
維2 1 5.8 X 1 6.8 X 2. 7

4.理論と測定法

1)乾燥法による水分の測定方法(絶乾水分値)

チッブ水分測定装閥の迎転は,1樹禰1水分水準について•1〇回行ない,乾蝶法による 

水分測定用試料は,5, 6. 9回目の3回にわたり採取した。戾リコンベアーを2台使用し 

ているため,試料の採取は,遅転開始1分後に,量•初の試料をとり,以後30秒間隔で,5 

〜8ケの試料を,各戻りコンベアーから交互に採取した。

採取量は,页量測定用チフブ容器(金・網カゴ.6 5 x 1 1 5 x 5 4 〇皿約2. 5 0 )に大体 

一杯となる程度とした。

採取試料はそれぞれ常法米により水分率を側定した。

(米常法とは電熱式乾煥器により！〇 5-C,16 h r s乾燥した後直続式天秤で秤嵐した。 

予備試験にて乾瞄間は恒・衆を徇るに十分なることを確ggずみである)

•-5 3 5-



2)中性子水分計による水分の求め方

中性子水分計の出力M( vol %:体積水分率)と,ガンマ綿密岫の出力〃

(g/ふ:嵩密度)から・重畳水分率A (%水分:wet base)は理的に(1)式により 

求められる。

1 ,M 、A- ----------- (-----a ) ...................(II
1—a p

a :木材の等価水分

中性子水分計の出力M,ガンマ縁密度計の出力とは校正されていない状懇では下式で表

わされる。

M = aMz+ b ...................⑵

〃=c Pf+ d ...................(3)

(1). (2). (3)式から

A - -------------- (— —a) ...................(4i

いま,白/ =P・ シ=Q. "■=!；• a = Sとおくと,(5)式!が彳尊られる。
Q a a

A M：+P 
S~ ' Q〃‘+ R 们⑸

p . Q . R . Sの锻適値を求めるため报小自乘法を利用する。サンプリンダ田より求 

められた絶乾水分値をA'C ,それに対足する中性子水分計の出力をM1,ガンマー線 

密度計の出力を〃へとして(6式が殺小になるP. Q, R, Sの値を求める。

•伊
M4+P

S S Q { A 龙ー

以上の計算法で求められたAの値と,絶乾水分値との相関係散,および標準偏蓬を求 

めた。

尙試験装置の運転と測定のタイミンダ及びデータの対応を示すと,第3図のよ5に 
なる。
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5•実跡結果

1) 笠語チッブの袋間の水分塞の検定

先づ各樹御でづ々,試科全疫(3 〇〜35袋)から5袋をランダ 5出し,各该鯉にチッ 

ブをひろげ,大体4等分し,各区分から約3 OOgのインクリメントを1ケづつ第Rした。 

それらのインクリメントについて常法により水分剣定をおこない,分故分析した結果・スギ・ 

ヒノキのチソブの場合にのみ.翎司に水分含有率の差が犯 められた。

2) 実験をおこなうためのチワプの水分水华ま4 0 %, 5 0 %,および2 0 %の3水岸とした。 

チフブの魏サイクルは2 7〜2 8秒ノ!可,水分側定用ホノバー内通過時間は16-17杪 

であった。

水分刷定日時•および装置週転条件は第1表の通りである。

我1表 チンプ水分側定装硬運転条件

ホッパー開孔部面積は 7 0 0 x 12 7mですべて一^

ffl ® 水分水準 選転月 日 〜ん一ク唤 チッブ流最 備______芝

スギ・ヒノキ 4 0%台 2月2 4日 3 3 廿/nin

アカマツ 2月2 7日 4 3 〃

雑 1 〃 2月26日 3 2.5 7 〃

雜 2 〃 2月2 8日 4 2.6 5 〃

スギ・ヒノキ 3 0%台 3月11日 3 2.6 5 〃 ヘルトワンクス使用

アカマッ 3月18日 3 2.6 7 " //

雑 1 〃 3月12日 3 2.6 9 " 〃

雑 2 3月10日 3 2.3 4 〃 〃

スギ・ヒノキ 2 0%台 3月2 4日 3 3 〃

アカマッ 〃 3月2 5日 2 3 〃

雜 ! 3月2 5日 2 3 〃

雑 2 〃 3月2 4日 1 3 〃

-3 5 8-

試料採取について,ベルトコンベアー間の蓬が考えられるので,この点について検定を行 

なった結果.ベルトコンベアー間には有意差はみとめられなかった。

3)実験は,測定法の項でのべた方法に従って,水分率を測定した。その結果を第2〜第4表 

に示す。

弟 2表 チ,ブ水分測定値(乾燥法)

4 〇%台

スギ•ヒノキ 7 カマ ツ 雑 l 雑 2

% % % % % % % % % % % %

1 fl ¢04 4228 4548 5059 50B0 505 5 40.49 40.03 39169 5$>54 5$>$>4 4 0.56

2 4029 41.78 41.80 5155 5135 5tt05 4 0.95 42.90 59 07 — 4 0.08 —

5 40,12 5298 4 092 5W0 5157 51.95 4(105 4Q.18 40.56 3$> 61 59.60 59.47

4 -1104 36.74 4260 5131 5050 51.85 4 0.17 4016 59.87 59.50 59.49 5$> 4d

5 45.13 5701 4320 5125 51;22 51.65 40.05 40.27 4Q02 5 $>18 5 $>65 59.59

6 4256 42.90 39.99 5018 51.52 51.51 39 67 40.21 5 $>70 39.14 5 $>68 5$>52

7 4132 5132 51.34 50.65 41.28 40.28 4 0.05 59.91 5 $>41 5$»88

8 4284 51.65 52 91 3255 5$>29

9 4106 5 $>75

10 59.74 3 $>98

11 3805

12 3Z49

15 39.96

14 3277

15 —

16 4004

£ 60645 24 069 251.99 55718 40R75 3581 5 28266 2 840 5 39856 27421 27785 27775

平均 4045 4012 4 200 5105 5122 5116 4 038 4 058 *84 3946 59.65 3908

應計 109213 1 1 2 5.0 6 9 6 5.0 5 83 1.81

最大 4 5.4 8 5 1.95 4 2.90 4 15 6

最小 5 6.74 5 0.0 5 3$>。 7 5$>1 4

4 0.7 1 5 1.1 4 4 0.21 5 $>6 1

〇 1.8 8 21 0.5 3 7 0 0.6 986 0.5 1 0 5

C.V 4.6 2 % 1.05 % 12 1 % 〇・7 8 %

一 33 9—



第3农 チ:zブ水分剣定侦(乾燥法)

5 〇 %台

スギ•ヒノキ プ・カ マツ 栽 1 雑 2

1

2

5

4

5

6

7

8

%

2 8.65

2 8.55

2 7.77

2 7 52

2 8.33

2 7.97

2 8.23

2Z98

%

26.86

27.77

27. 34

2Z71

28.97

26.78

27. 28

%

26.48

26.61

26.81

2Z07

2737

27.62

26.60

%

30.71

31.80

50.14

30.87

51.14

30.60

%

2264

22 58

30.37

30.57

30.61

29. 99

50.34

30.51

% 

2 $>68 

29.1 4

29.09 

2286

2 $>90

30.65

%

52.15

5Z0?

32.54

52.07

32.24

32.14

%

52.00

32.47

3Z52

32.45

32.51

52.15

%

52.42

32. S1

52.54

52.80

32.79

52.75

%

30.52

3Q83

31.11

51.17

3 0.90

50.89

51.18

%

50.85

5 050

31.30

31.04

3057

3(180

51.52

%

50.62

5071

30.55

29. 77

50.57

50.72

50.87

S 22477

28.10

19271

2Z55

1 8858

2694

18526

3088

241.61

3020

1 7&4

29.72

19301

32.17

19406

5254

19561

5280

21665

3 095

217.18

5105

21579

5 054

湖

最大

最小

X

〇

c.v

6 0 6.0 6

2 8.9 7

2 6.4 8

2 Z5 5

0.6 9 6 7

2.5 3 %

6 〇 5.2 1

3 1.8 0

2 20 9

3 0.2 6

0.6 4 7 4

2.14%

5 8 2.6 8

5 2.8 0

3 2.0 〇
5 2.3 7

0.2 4 5 8

0.Z6 %

6 4 Z6 2

5 1.5 2

29.77

5 0.8 4

0.3 5 1 4

1-0 7 %

-34〇-

第4表 チップ水分測定値(做法)

2 〇 %台

スギ・ヒノキ アカマツ L 1 L 2

1

2

5

4

5

6

£

平均

%

1$> 86

12 66

1270

19 71

1$»65

1250

118.08

1268

%

1251

12 42

1952

1240

19 42

1250

116.57

19.40

%

19 58

1928

12 72

19 62

1202

1212

116.54

1259

%

1251

1268

12 86 

2(110 

1$>95

9ft 90

19 78

%

1$> 70

12 78

12 71

20.58

1283

12 98

11258

19.95

%

1215

18.89

1&95

1950

1224

1222

114.93

1916

%

2i 82

25.76

25.26

25.18 

や7 

25.65

141.14

25.52

%

25.50

25.55

25.50

25.61

25.27

25.40

140.21

25.57

%

25.61

23.28

25.38

25.27

25.42

25.22

14Q18

23.56

%

21.46

21.14

21.65

21.06

2tt84

21.31

129.44

21.24

%

20.61

21.15

21.00

21184

20.65

20.89

125.12

2a 85

%

2d 24

20.56

2tt15

2tt00

20.42

21.22

122.57

2a 45

Bit 

最大 

垠小

〇

O.V

3 5 0.7 9

1 9.86

1 9.0 2

1 9.4 9

12 1 75

1.1 2 %

5 55.4 1

2 tt5 8

1 8.8 9

1 $>61

tt4 52 1

2.2 0 %

4 2 1.5 5

2 5.82

25.1 8

2 5.4 2

0.1 8 6 5

0.00 %

3 7 5.1 5

2 1.6 5

2 0.0 〇
2 0.8 4

0.4 4 2 2

•2.1 2 %

チッブ水分抑］定の結果•試料採取;の経時的な差が考兑られるので.検定の結果,いずれも有 

意差はみとめられなかったので,各水分水準について,1樹俺 I〇ットとして測定データを 

処理した。

搬入時には•スギ・ヒノキチップの水分率は袋間に差がみとめられたが,装!®運転の際には, 

各樹種共・各水分水準において,水分率の変動は小さく,燼も大きな変動のみとみられる.ス 

ギ・ヒノキ(4 0%台)の場合でも,変動係数として4.6 2%であった。

4)中性子水分計による水分測定試験

水分値計算K用いられた散値は,中性子水分計の出力・ガンマ楝密度計の出力共,運転開始 

約1分後から3分間の附故値を用いた。これらの数値を用いて,測定法で述べた方法に従って
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•求めた水分値と・サンプリングによる絶乾水分値とのグラフを茹4図,および第5図に示す。 

第4 £3はスギ,ヒノキを除いたデータから求められ,第5図は全データより求めたものである。 

スギ'ヒノキを除いた場合には,樹酬Jには有意差はみとめられなかった。

第4図 中性子水分計,および乾煤林 よる水分値の比較

(スギ,ヒノキチププを除く)

n = 9.中性子水分計10回平灼
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樹搬)

中性子水分針 !〇回平均

サンブリング 全平均

第5図 中性子水分St,およぴ乾燥法による水分値の比較

(全
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この時の,計算式中の係亂P, Q, R, S»の蛔|値を第5表に示す。 

第5麦 Q, Q, R, Sの竣透値

w a
デーク 計算により求めた最適値

伽 考
数 P Q R S 相関保敬 標準偏差

スい

ノた

アカマッ

全雑 U)
雉 (2)

9 0.015 0.8 5 5 0.。 8 0 0.50 9 0.9 6 6
%H2 〇

2.5 第4図に示 
す

除数

•全(,,) 27 0.。 04 0.90 0 0.。 40 0.555 0.9 4 2 53

全(4樹:徊) 1 2 0.。 4 5 0.965 0.0 7 0 0.56 5 0.81 4 5.5
第5®に示 
す

全

デ

スギ•ヒノキ 9 一 0.0 1 5 0.9 5 0 -0.0 0 5 1151 3 0.7 5 0 5.8

!

夕

アカマツ 9 -0.04 8 10 05 -0.0 5 5 U51 5 0.9 6 4 5.5

雑 11) 9 0.。 64 0.86 0 0.1 4 0 0.5 2 9 0.9 71 17

雑 ⑵ 9 一 0.。 5 6 0.98 〇 -0.06 0 0.48 3 0.91 4 3.1

全(錘成) 36 00 19 1 000 〇〇 5 0 0.55 3 0.8 04 5.7

—34 4 —

又・垠小自乗法により求めた水分値を第!6表および第7表に示す。

第6我 絶乾水分値とRI法水分値
(除スギ•ヒノキ)

アカマツ 雑 (11 雑 (2)

絶乾水分 R I法 絶乾水分 R !法 絶乾水分 R !法

4 0 %台 51.14 53.48 40.21 4 5.。 0 5 $>61 5708

5 〇 %台 5 0.2 6 • 2 8.8 6 5 2.5 7 5 1.1 7 3 0.84 26.2 8

2 〇 %台 1961 2 2.8 5 25.42 2 2.3 5 2 0.84 2 5.1 5

第 7 表 絶蛇水分値とRI法水分値

(全データ)

• スギ, ヒノキ アカマツ 雑 U) 雑 (21

絶乾水分 R I法 絶乾水分 RI法 絶乾水分 R I法 絶乾水分 い法

4 〇 %台 4 0.71 5 0.。 8 5114 4204 4 0.21 5946 5961 5Z1 5

3 0 %台 2Z55 1 962 5 0.2 6 5 5.5 6 3 2.3 7 5102 5 0.8 4 2 $>89

2 〇 %台 1 5149 2 5.21 1 961 2為〇 2 5.4 2 2 5.2 2 2 0.8 4 2 7.5 3
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6.考 察

スギ,ヒノキを除くと•標準偽差2.5%&〇となり,樹徒問の有意差はみとめられなかっ 

たが,このスギ,ヒノキの場合の異常については,冲々検討を加えたが,得られたデータ・実 

數方法等から,その理由をみつける部は出来なかった。この異常を解明するためには.史に, 

所しく実験を行なう必妾があると考えられた。その原には,同補の実験K加えて,更に時間的 

に細かい数値の解析法を加える必唄があるとの結笠に遅した。

7.拭験の授要(第2回)

第1回目の試験で,スギ,ヒノキチップ水分データのばらつき力；大きく,その原因を追求し 

たが,結局解明することができなかつたので•新しく産地の異なるスギ,ヒノキチ：Zブ2侦 

(大昭和製祇KK,束海パルプKK 2 彈供)を準備して第1回目と间様の瘀Sを行なった。 

ただし今回は測定装ぼとして,Multi Channel Sea I er( MCS )を追加使用した。

実験の結璃よ,第1回目と同様の解析処理を行なった場合は,スギ・ヒノキチッブ(大昭和) 

の高水分水犖(4 4% )のものか異状な値を示し,この原因についても従来の解析法では十分 

納得の行く解明は得られなかった。なこでM C Sによる0. 5秒!句隔の計散値に基づいてテータ 

の辫析を行なったところ,件準偏差2.9%となり・この試験に関する限り,极招2間に差は認め 

られないという結論を得た。

8•実教装徵

Multi Channel Sea I c rを除き,他の装战は第1回目拭版の埸合と全く同様であ 

る〇

Multi Channel Scaler ( 8 0 0 チャンネル)

チャンネル数8 0 0を有し,各チャンネルは一定時間毎の計数値を記憶,記録することがで 

きる。

9.供試チップ

供試チップの詳細!ま第8表のとおりである。
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第8我 供試チクプ

* 15 〇ケの測定値の平均値

項 目
チップサイズE *

含有水分％
チッブ

侬入月 日長さ 幅 厚さ

スギ・ヒノキ(東海) 1 9.9 218 5.9 3 4.23 昭44・5・28

スギ・ヒノキ(大昭和) 1 5.5 2Z3 5.6 1 5.4 9 昭44・5・29

その他4糊類のチブプについては,第1回試験(2月2 5日〜3月2 5B)で使用したもの 

を用いた。

1〇•理論と測定法

M C Sによる計数値絹基づいてデータの解析を行なった埸合を除き,他は第1回試験とほぼ 

同様である。

水分測定日専およぴ装置運板条件・:t第9我のとおりである。

第 9表 チップ水分測定装置進転条件

樹 種 水分水準 迎転月日
ノ5プレー夕-

強 度

チップ

流 a
備 考

临

スギ・ヒノキ(束海) 3 0-4 0% 台 5月2 9日 4 2. 5 7
スギ•ヒノキ(大昭和争 6月11日 4 — 5 2. 3 0 水分添加
スギ・ヒノキ(東海伊 2 〇%台 6月5日 5 2. 5 3 ベルトワツクス 

仲用
スギ・ヒノキ(柬海印 1〇%台 6月12日 〇 2.7 6

一

スギ・ヒノキ(大昭和) 6月4B 4 3 //

スギ・ヒノキ 6月6日 3 ～4 5
アカマッ 5月2 8日 2 ～3 3
雑 「 6月 9日 〇〜1 3
雜 2 6月10日 〇～1 2. 5 7 〃
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ホッパー開孔部面珈お7 0 0 x 12 7mですべて一定

① チプブ入手時の水分が1〇%台だったので.水を加えて水分をかえた。

② 自然乾晚により水分をかえた。

装危の連候は1樹街田ついて12回行ない,乾燥法による水分測定用試料は第& 第6. 

第9.第12回目の4回採取した。試料の孫取問隔は1分^とした。1回当りの装置遅^ 

玮間は約4分間であるので,1樹種1水分水準(1劉®点)当りの朝阪は約16となる。

R I法による測定は!測定点当り6回行なつた。

M C S;てよるデータの解析

1) 使用データ

1測定点当り6回の删定の中,後半3回のデータを使用した。

2) データ敌

側定1回につき・水分か・,密度"それぞれ2 〇 〇点のテータがある。従ってそれぞ 

れのデータ数は 200x3=600/1回となり•データ1点は0.5秒｛用隔である 

ので,測定延崎間は1測定点当り 6 0 0 x 0. 5秒=50 〇秒,即ち5分間となる。

実缩数 9 (9測定点)

データ 水分叶 6 0 0

密度計 600

全データ (600+600)x9=1 0.8 0 0

3) データ処理方法

水分財:水分計出刀(カウント致)と水分(体積％)は直露i関係があるので,1側 

定の代表値として6 0 0データの単純平均をとった。

隋寇計：密度酎出力(カウント故)の対散と,密度は直線関係があるので,下式に 

より平均をとった。

~P a 一 2" ( A ! 〇 g 1〇 N + B) n

〇 :平均密既 ・

n : データ教

N ：カウント数

A.B : 定 数

-3 4 8—

(この処理が.従来の解析法と異なる)

乾爍法｛cよる水分沖定値との比較は第1回実験と冋じ

11•実験結果

1.乾煥法による水分側定値

乾傑法によるチブブの水分率測定結果は第1〇表のとおりである。

第 10 表 チッブ水分測定値(%)

スギ・ヒノキ(東海) スギ 

ヒノキ
(大昭和)

スギ・ヒノキ

(旧)
アカマツ 雜1 雜 2

1 34.1 9 2 0.80 1 2.8 2 4 5.4 0 1 5.8 4 1 6.46 1 4.63 1 9.21 1 6.0 2
2 5 3.4 0 2102 1 2.9 8 4 4.8 2 15.7 0 1 6.25 1 4.4 7 1 8.7 4 1 6.27
3 34.2 3 2 0.9 6 1 2.9 5 4 4.5 5 1 5.8 0 1 6.94 1 4.6 5 1 8.9 5 1 6.01
4 3 5.8 5 20.6 9 1 2.8 5 4 5.5 9 1 5.8 8 1 6.4 6 1 4.4 7 1 $>08 1 6.2 5
5 3 5.4 8 2 0.80 1 2.4 〇 4 5.。 8 1 5.84 1 6.85 1 4.38 1 8.9 7 1 6.40
6 34.05 20.2 8 12.6 1 4 5.。 5 15.55 1 7.0 0 1 4.7 8 1 Z91 1 6.89
7 3 4.9 9 2 0.2 9 12.4 9 4 4.。 5 1 5.6 2 1 6.3 3 1 4.62 1 8.4 0 1 6.71
8 55.。 9 2 0.1 5 12.61 4 4.5 5 1 5.6 9 1 Z01 1 4.4 3 18.7 3 1 6.67
9 3 4.9 9 2 0.1 7 1 2.71 4 5.91 1 5.4 7 16.7 6 1 7.75 15.2 3

1 〇 5 5.5 9 2 0.5 2 1 5.0 0 4 4.81 1 5.2 9 1 6.4 6 1 Z97 1 5.2 7
11 34.6 5 2 0.56 1 2.8 6 4 5.2 9 1 5.5 2 1 6.4 3 1 7.8 0 1 5.3 4
1 2 3 3.2 3 2 0.41 1 2.72 4 4.1 2 1 5.29 1 6.7 2 1 7.8 8 1 5.2 8
1 5 3 3.4 8 19.46 1 2.61 4 5.4 6 1 5.2 3 1 6.6 5 1 8.4 9 1 5.35
1 4 3 2.3 4 19.22 1 2.5 5 44.4 6 1 5.22 1 6.58 1 8.35 1 4.9 7
1 5 3 3.8 7 19.46 1 2.7 〇 4 4.6 4 1 4.9 4 1 6.51 1 8.5 2 1 4.8 5
1 6 3 3.96 1 9.72 12.4 7 4 5.11 1 5.1 5 1 6.30 1 8.0 4 1 5.03
1 7 3 4.5 0
S 58185 5 2 4.29 2 0 5.2 7 7 0 8.21 2 4 7.8 1 2 6 5.7 1 11 6.4 5 2 9 4.7 9 25252
X* 54.25 2 0.2 7 1 2.7 0 4 4.2 6 1 5.4 9 1 6.61 14.5 5 1 8.4 2 1 5.78

Ma x 35.59 2 1.0 2 15.00 4 5.2 9 1 5.8 8 1 Z01 1 4.7 8 1 221 1 6.89
Min 5 5.2 5 1 9.2 2 12.4 0 4 3.11 1 4.9 4 1 6.3 0 1 4.3 8 1 275 1 4.83

a 0.8 5 0.54 0.18 0.6 5 0.3 5 0.24 0.1 3 0.4 7 0.6 9
c. V. 2.4 5 2.6 5 1.4 2 147 2.2 7 1.4 5 0.8 8 2.57 4.3 5
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2 RI法により求めた水分値

P Q R S

従来法によるもの 0. 0 4 3 0. 7 9 5 0.0 7 0 0.5 2 9

MCSによるもの 0.1 7 2 0. 9 9 〇 0. 5 2 0 0.4 9 7

上表によるP, Q, R, Sを使用して計算した水分値と,乾煥法による水分洲底値との 

比彭”第6図(従来法),第7図(MCS法)に示すとおりである。

-3 5 〇-

第7回 (M C S解析法による)

Std Dov-2.90 %H2O ◎スギ
〇 スギ

絶乾水分 (％集〇 ) (第6図に対応)
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12成 果

第1〇表に明らかなよう花供試チップの水分変動は,各樹種・各木分水整ともかなり小さい 

ことが嗯められた。

第6155 K明らかなように,スギ・ヒノキチップ(大昭丸)のを冰分水準(レ ％ )だけ・がR 

I法による測定幽;異状に小さい通を示している。この圳定値を除いた8湖淀点では標準僻澄 

2. 8%となり妥当な値となっている(図省略)。この原因については第1回ヨ:験と同様に•こ 

の解析法では十分納得の行く脱明を得るに至らなかった。

そこで,MCSによる0.5秒間隔の附敬値に茶いてデータ解析を行な・たところ第7図に示 

すように標準偏差2. 9%となり,及当な值を示した。これはさきにものペたよう度水分附は水 

分計出力と水分(容積％)が磁凋係にあるため,代表依としてある時關内の計数値の単純平 

狗値をとればよいが.密度計の場含は佛度計出力と密度が直線関糸にないのに,従来法ではこ 

れを無况し,水分計同様である時｛聞内の計致債の単純平均俄をとっていたための誤差があった 

ものと思われる。淇灾この実験装置では,装置:運転中日I法による水分測定装置(検出部)の 

まわりのチンブの诡れは均一でなく,かなり不規則であることが定性的Iて忽められている。

このようにチップ水分の連続源定では,飼定装憶(検出邢)のまわりのチップ密度の変化が、, 

劑定値に大きな影響を及ぼしS、ることが明らかになった。
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